




別添１

要　　　領 時　　間

３０分
ア　クロスボウを所持する者のマナー
イ　不適格者排除の必要性

ア　事故の原因
イ　具体的事故防止方策

１５０分

１２０分
(1) クロスボウの分類
(2) クロスボウの機構及び安全装置
(3) クロスボウの威力と矢の最大到達距離等

(1) クロスボウの基本的取扱い
(2) 標的射撃が認められる場所
(3) 使用前の注意事項
(4) クロスボウの保管の遵守事項

(4) 所持許可の失効とその後の手続

　 クロスボウは、その取扱いを誤れば極めて危険なものであること、一定の厳しい条件を満たしている
一部の者しか許可されないことを認識させ、規範意識を醸成する。
　 不適格者は排除しなければならないことを認識させ、遵法意識を芽生えさせる。
 　基本をおろそかにしたとき、危険な物を所持しているという自覚に欠けているときに事故が発生する
ことを認識させる。

第２　クロスボウの使用、保管等の取扱い
１　クロスボウの分類等 　 クロスボウの取扱い等について習熟させるとともに、クロスボウによる事故防止対策を習熟させる。

　　なお、講義に当たっては、講習会用DVD等視覚に訴える資料を活用するなどして、その効果的実
施に努める。

２　クロスボウの使用、保管等についての遵守事項

２　クロスボウの所持に必要な知識
(1) クロスボウの所持 　 クロスボウの所持許可制度について理解させる。

　 クロスボウ所持者として、クロスボウの所持等について遵守しなければならない事項を認識させる。(2) 所持許可制度
(3) 所持許可の更新とその手続

(2) 事故の実態　　　　　　　　　

(5) 指示及び所持許可の取消し
(6) クロスボウの所持についての遵守事項
　　（標的射撃が認められる場所を除く。）
(7) クロスボウ射撃資格
(8) クロスボウ射撃指導員

初心者講習会の講習内容

項　　　　　　　　　目

第１　クロスボウの所持に関する法令
１　クロスボウ所持者の責任と心構え

(1) 社会的責任を果たすために



別添２

要　　　領 時　　間

３０分
ア　クロスボウを所持する者のマナー
イ　不適格者排除の必要性

ア　事故の原因
イ　具体的事故防止方策

７５分

４５分

各１５分

※講義に当たっては、講習会用DVD等視覚に訴える資料を活用するなどして、その効果的実施に努めること

(1) クロスボウの所持

(4) 所持許可の失効とその後の手続
(5) 指示及び所持許可の取消し
(6) クロスボウの所持についての遵守事項
　　（標的射撃が認められる場所を除く。）

経験者講習会の講習内容

項　　　　　　　　　目

第１　クロスボウの所持に関する法令
１　クロスボウ所持者の責任と心構え

(1) 社会的責任を果たすために 　 クロスボウは、その取扱いを誤れば極めて危険なものであること、一定の厳しい条件を満たしてい
る一部の者しか許可されないことを認識させ、規範意識を醸成する。
　 不適格者は排除しなければならないことを認識させ、遵法意識を芽生えさせる。
 　基本をおろそかにしたとき、危険な物を所持しているという自覚に欠けているときに事故が発生する
ことを認識させる。(2) 事故の実態

１　クロスボウの基本的取扱い 　 クロスボウの取扱い等について習熟させるとともに、クロスボウによる事故防止対策を習熟させる。

第３　教養効果測定

２　クロスボウの所持に必要な知識
　 クロスボウの所持許可制度について理解させる。
　 クロスボウ所持者として、クロスボウの所持等について遵守しなければならない事項を認識させる。(2) 所持許可制度

(3) 所持許可の更新とその手続

(7) クロスボウ射撃資格
(8) クロスボウ射撃指導員

　講習内容の効果を測定するため、初心者講習会用の問題（１０問程度）から抽出するなどし、解説を
交えて答え合わせを行う。

２　標的射撃が認められる場所
３　使用前の注意事項
４　クロスボウの保管の遵守事項

１　クロスボウの所持に関する法令
２　クロスボウの使用、保管等の取扱い

第２　クロスボウの使用、保管等の取扱い


